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市
内
に
は
、
古
墳
が
非
常
に
多
く
残
っ
て
お
り
、

「
笛
吹
市
探
訪
」
シ
リ
ー
ズ
で
も
、
こ
れ
ま
で
何
度

か
ご
紹
介
し
て
き
ま
し
た
。
今
回
は
、
春
日
居
町

に
あ
る
寺
の
前
一
号
墳
と
狐
塚
古
墳
を
取
り
上
げ

ま
す
。
 

春
日
居
町
に
は
大
蔵
経
寺（
だ
い
ぞ
う
き
ょ
う
じ
）

山
と
吾
妻
屋（
あ
づ
ま
や
）山
に
挟
ま
れ
た
斜
面
に

41
カ
所
の
古
墳
が
確
認
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら

は
春
日
居
古
墳
群
と
呼
ば
れ
て
お
り
、
寺
の
前
一

号
墳
と
狐
塚
古
墳
は
そ
の
中
に
あ
り
ま
す
。
 

寺
の
前
一
号
墳
は
、
春
日
居
町
鎮
目
に
あ
り
ま

す
が
、
開
墾
に
よ
り
古
墳
自
体
は
消
滅
し
て
し
ま

い
ま
し
た
。
し
か
し
、
聞
き
取
り
調
査
な
ど
か
ら
、

横
穴
式
石
室
を
有
す
る
小
規
模
な
円
墳
で
あ
っ
た

の
で
は
な
い
か
と
推
測
さ
れ
て
い
ま
す
。
 

古
墳
の
中
か
ら
発
見
さ
れ
た
物
に
は
、
須
恵
器
 

（
す
え
き
）や
武
器
・
馬
具
類
、
そ
し
て
銅
鋺（
ど
う

わ
ん
）
な
ど
が
あ

り
ま
す
。
発
見
さ

れ
た
物
の
時
代
か
 

ら
、
古
墳
は
7
世

紀
の
中
頃
か
ら
末

頃
に
造
ら
れ
た
と

考
え
ら
れ
て
い
ま
 
 

す
。
 

狐
塚
古
墳
は
、

春
日
居
町
鎮
目
に

あ
る
横
穴
式
石
室

を
有
す
る
円
墳
 

で
、
寺
の
前
一
号

墳
の
西
約
50
メ
ー

ト
ル
に
位
置
し
て

い
ま
す
。
古
墳
の

規
模
は
、
直
径
15

メ
ー
ト
ル
、
高
さ

3
メ
ー
ト
ル
で
す
。

明
治
時
代
に
地
元

の
方
が
発
掘
し
、

須
恵
器
や
馬
具
、

そ
し
て
銅
鋺
な
ど
が
発
見
さ
れ
ま
し
た
。
発
見
さ

れ
た
物
の
時
代
か
ら
、
古
墳
は
6
世
紀
後
半
に
造

ら
れ
、
7
世
紀
後
半
ま
で
追
葬（
一
度
葬
っ
た
後
、

同
じ
古
墳
に
違
う
人
を
葬
る
こ
と
）さ
れ
て
い
た
と

考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
 

こ
れ
ら
二
つ
の
古
墳
の
注
目
す
る
点
は
、
銅
鋺

が
発
見
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
す
。
銅
鋺
は
、
県
内

で
は
5
点
見
つ
か
っ
て
い
ま
す
が
、
今
回
取
り
上

げ
た
寺
の
前
一
号
墳
と
狐
塚
古
墳
で
、
二
つ
の
銅

鋺
が
見
つ
か
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
に
は
ど
ん
な
意

味
が
あ
る
の
で
し
ょ
う
か
。
 

銅
鋺
は
、
も
と
も
と
仏
教
の
道
具
と
し
て
使
用

さ
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
し
た
が
っ
て
、

銅
鋺
が
出
土
し
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
山
梨
県
の
古

墳
文
化
に
も
仏
教
が
入
り
込
ん
だ
と
考
え
る
こ
と

も
で
き
ま
す
。
 

し
か
し
、
全
国
で
発
見
さ
れ
て
い
る
銅
鋺
の
多

く
は
古
墳
か
ら
出
土
し
て
お
り
、
古
墳
と
の
強
い

関
わ
り
が
指
摘
さ
れ
て
い
ま
す
。
副
葬
品（
ふ
く
そ

う
ひ
ん
）と
し
て
納
め
ら
れ
た
生
前
の
愛
用
品
で
あ

る
可
能
性
も
あ
り
ま
す
。
 

　
ま
た
、
両
古
墳
に
隣
接
す
る
寺
の
前
三
号
墳
で
 

は
、
大
刀（
た
ち
）の
柄
の
先
に
装
着
す
る
装
身
具

が
発
見
さ
れ
て
い
ま
す
。
鳳
凰（
ほ
う
お
う
）が
デ

ザ
イ
ン
さ
れ
て
お
り
、
銅
鋺
と
合
わ
せ
て
山
梨
県

に
お
い
て
は
大
変
珍
し
い
物
で
す
。
お
そ
ら
く
、

春
日
居
町
地
域
の
豪
族
の
リ
ー
ダ
ー
が
所
有
し
て

い
た
も
の
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
 

今
回
ご
紹
介
し
た
古
墳
は
、
6
世
紀
後
半
か
ら

7
世
紀
後
半
頃
の
古
墳
で
あ
り
、
古
墳
の
眼
下
に

は
7
世
紀
後
半
に
建
立
さ
れ
た
山
梨
県
最
古
級
の

寺
本
古
代
寺
院
が
あ
り
ま
す
。
も
し
か
し
た
ら
、

今
回
ご
紹
介
し
た
古
墳
に
埋
葬
さ
れ
た
人
々
は
、

寺
本
古
代
寺
院
の
建
立
に
大
い
に
関
わ
っ
て
い
た

の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
 

今
回
ご
紹
介

し
た
銅
鋺
は
、

現
在
春
日
居
郷

土
館
で
展
示
さ

れ
て
い
ま
す
の
 

で
、
ぜ
ひ
ご
覧

く
だ
さ
い
。
 

銅鋺（寺の前一号墳）

狐塚古墳

環頭大刀柄頭（寺の前三号墳）

今回は、男女共同参画推進委員会の各部会の活動実態や方向性をお知らせします。 
私たちの活動についてご意見があれば，ぜひお寄せください。 

■問合せ先　市民環境部　市民活動支援課　市民活動支援担当　 055（262）4111 
 

家庭部会では、「家族一人ひとりを尊重しあい輝く家庭づくり」をテー
マとしました。 
推進内容として、まず、演奏者や合唱団のメンバーを集い、手づく
りで『輝けチャチャチャ笛吹の未来』のＣＤを作成します。そして、
保育所（園）・幼稚園・小学校、各地域の行事に出向き、その歌と体
操を発表して多くの人に広めていきたいと思います。 
また、家庭内の身近な出来事を題材として、数パターンの寸劇づく
りに取り組み、啓発手段の幅を広げていきたいと考えています。 

地域部会では、「地域作りは男女一緒」をテーマに、地域や各種団
体への推進活動に力を入れていくことにしました。 
会話劇などのパフォーマンスや会場での意見交換などを盛り込み、
男女共同参画社会実現に向けて皆さんに分かりやすい啓発を心がけて
いきます。 

職場部会では，「男女が安心して働くことができる職場づくり」をテー
マとし、取り組みを進めています。 
女性にとって働きやすい職場とは、男性にとっても働きやすい職場
であろうと考え、市内各種企業の中で比較的女性が多く働いている職
場環境の実態を調べ、より良い職場づくりの活動に役立てます。具体
的には、ショッピングセンター、病院、保育所（園）、市役所などを
訪問し、職員が働きやすい職場にするための取り組みの具体策や、具
体的な子育て支援策・育児休業制度の活用状況などを調査し、提案し
たいと考えています。 

条例委員会は、男女共同参画推進委員会が「男女共同参画推進条例案」
を市長に提案したことを受け、市民に対して条例制定に向けた啓発活
動を行っていくための特別委員会として設けられた部会です。 
現在は内部で学習会を行っています。 
今後は、市役所職員で組織されている条例検討委員会との協議や市
民への啓発活動を行っていきます。 

吹ちゃん笛ちゃん

積極的に活動しているね 何だか楽しそうね 
ワクワクするわ～ 

「家族一人ひとりを
尊重しあい輝く家庭
づくり」

「男女が安心して働
くことができる職場
づくり」

「地域づくりは男女
一緒」




